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4　　ま　　　と　　　め

播種後の発芽・甫立ち状態から苗生育全般を通して

畑床，保折床苗とも，それぞれ苗素質では若干違って

はくるが一定の債向としては底穴の大きい資材での育

苗した苗で勝り，底穴の小さい資材での育苗した苗で

劣ってくる。しかしながら苗マプトの強度という点で

は苫生育と逆の傾向を示している。M製A有孔ポリ，

山梨B有孔ポリ，工製箱苗では甫生育で草丈で伸長す

るがそれにみあった形での乾物重の増加が得られない

ことから，充実度でやや劣る（畑床苗各区）ことや，

移植時の苗取りに極めて問題がある（畑床百・保折床

首）などを考えると，底穴の大きい資材の使用の際は，

できる限り草丈の徒長現象を抑制しながら酉マットの

過湿を避けるような育苗技術が要求される。さらにE

製箱を使用する場合には，畑床に設置する際に苗床上

と箱底の密着性が困難であることから保折床への設置

が望ましいと考える。以上の結果からあくまで機械租

に適した青首資材としてはM製箱，Y製有孔ポリ，E

製有孔ポリの有利性が認められた。

高冷地における中苗機械化体系確立試験

第5報　床土の代替物賀使用に関する試験

松　本　馨・岩　崎　繁・斉　藤　馨
（福島県農試冷害試験地）

1　は　　じ　め　に

中首育苗の場合，育苗体系が畑床又は保折床上で実

施し，育苗箱あるいは木枠（有孔ポリ育苗）を用いる

が，いずれの場合も根を床下に伸長させ，あらかじめ

施肥されている床面から養分を吸収させて育苗すると

いう，条件的に稚苗育＿苗とは異なっている。また，育

苗時の所要箱数（又は木枠）が多く必要なので，当然

床土量は多く要し，育苗上の問題の一つともなフてい

る。

経常育苗における箱内床土の代替物質については，

その特性，利用性等について研究がなされ，現在すで

に普及に移され，市販されているものがかなりあるが，

中首育苗における育苗箱等の床土代替物質の利用性に

ついては未知な面が多く，ここでは稚苗用に開発され

た代替物質を用い，中背育苗への適応性と利用性につ

いて検討を加えた。

2　　試　験　方　法

供試品種：ハツニシキ

播種期：4月15日

播種皇：80才／箱又は枠

育苗：ビニールトンネル畑床育苗

苗床施肥量（ダ／〝㌔）：Ⅳ5d，P205　58，

R20　56

育苗資材：

①　M製中百用箱（底1．0×1．5C形・穴径5風狂・

1092穴／箱）

（∋　Y製有孔ポリ（1．0×1．Oe詔・穴径1瓜符・ポリ

の厚さ0．05取羅）

使用代替物質：

①粒状培土　（参パールマット　（沙ソイルペッ

ト　　④ダソマット　（診サンマット

5　試．験　結　果

1　M製箱育苗における適応性

箱育苗の場合，育苗箱を床面に設置して土入れを行

えば問庵はないが，実際の作業面では不便であるため，

床とは別の場所で土入れ，播種作美を行い，それから

床面に設置することになるが，運搬時に粒状培土，バ

ールマットおよびソイルベットは庇穴から落下し，運

搬が困難であったため，箱底に水溶性の紋を1枚敷い

て土入れ等を行うと，底穴からの落下もなく，その後

の苗生育になんら支障のないことがわかり，土入れ等

播種作業はこの方法で実施した。

発芽時，粒状培土，パールマットおよびソイルペッ

トで覆土の持ち上げが認められ，中でもソイルペット

は箱全体が盤状に持ち上がった。また，粒状培土で若

干の根上り状態を示したが，いずれも清水操作でその

後の生育に支障はなかった。これらの原因として．一

つにはソイルペットのように溜水すると粘着性が極端

に強くなることにあると考えられ，また，一つには発

芽揃い，その後のビニール開閉時までは畑百代育苗同

様に水分を充分保たせるために，播種・覆土後も更に
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湛水操作が加わったためと考えられる○

各代替物質の苗生育については第1義一1のとおり

で，粒状培土はやや乾物重・充実度が劣り，マプトの

強さが他に比べやゝ弱い面が見られ，ソイルペットで

は乾物重・充実度はやや高いが，菓鞘長が伸長気味で，

草丈が伸びやすい面を示した○パールマットはマット

第1真一1　M製箱育苗における苗生育状況

が強化され，持ち運びが軽く有利な面があった。ダソ

マットおよびサンマットについては初期生育はやや劣

ったものの，その後の追肥操作で一応の苫質が得られ

た。このように各代替物質ともに移植時点と考えられ

る55日目で，乾物重t充実度が土に比べ若干劣った

が，草丈・菓数等では大差なく，適応性が示された。

項
2 0 日 日 苗 生 育 5 5 日 日苗 生 育

菓　 鞘　 長 葉　 身　 長 乾　 物　 重
充　 実　 度 † ッ ト

　 目

代 著

物 質

（C那 ） （C詔 ） （ダ／ 1 0 0 本 ） の 引 張

り抵 抗

二 ・2
草　 丈 乗　 数 草　 丈 葉　 数 第　 1 第　 2 第　 2 第　 5 2 D 日 日 5 5 8 日 2 0 日 日 5 5 日 日

土

　 C詔

1 1．0 2．2

ぐ曙

1 ス9
5，畠

4．1 1．4 8．7 1 0．8 1．1 9 2．1 8 1 0．8 1 2．2 4 8．0

粒 状 培 土 1 1．2 2．0 1 8．1 5．5 4．5 1．8 8．0 1 1．4 0．9 7 1．8 0 8．7 又9 5 5．9

バ ールマ ット 1 0．5 2．1 1 8．2 5，5 5．8 1．7 占．8 1 0．8 0．9 4 1．9 9 鼠 1 1 0．9 7 5．5

ソイルペ ット 1 2．0 2 ．1． 1 8．5 5．2 4．5 2 ．8 スる 1 1．5 1．0 9 2．0 8 鼠 1 1 1．2 8 0．4

〆 ソ マッ ト 8．9 2 ．0 1 5．4 5．9 2．8 0．7 4．d 7 8 0．7 2 1．7 9 1 0．4 1 1．8 －

サ ンマ ッ ト 8．5 2．0 1 ム8 5．7 5．8 1．2 5．6 鼠4 0．7 5 1．8 5 8．6 1 1．0 －

第1義一2　　箱苗の発根力調査

項
草　　 丈 茎　　 数 乗　　 数 枚　　 数 板　　 長

乾 物 重 （ 才／ 2 0本 ）

枚 数 ×棍 長
生 育 量

指　 数代曲　 目

物 質

地　 上 部 地　 下 部

土

　 C露

2 ス 5

本

2．4 6．8

　 本

2 1．5

C：符

Z l 2．5 0 0．5 1 1 5 5 5 5 1

粒 状 培 土 2 8．1 2，4 ム8 2 0．8 8．5 2．8 5 0．8 0 1 7 5 5 5 9

パールマ ット 2 5．8 2．1 8．8 2 0．7 ヱ0 2．5 1 0．8 2 1 4 5 2 8 8

ソイルペッ ト 2 5．9 1．5 8．6 1 8．0 8．7 2．5 4 0．5 6 1 2 1 2 0 7

ダ ン マ ッ ト 2 ス0 1．7 ス1 2 1．0 8．5 2．4 8 0．5 8 1 5 7 2 4 4

サ ンマ ッ ト 2 5，8 1．2 8．8 1 R d 5．5 1．5 8 0．5 2 1 0 8 1 5 2

次に，これら首の活着性であるが（第1義一2），

サンマットがやや劣る以外は土育苗並みの活着性を示

し，中には粒状培土のように，土育苗のものよりも勝

るものが認められた。

2　Y製有孔ポリ育苗における適応性

有孔ポリ育苗では床面に直接有孔ポリを敷き，その

上に木枠をのせて土入れ，播種作業をするので，箱青

首のような作業手順を必要としないが，清水操作は箱

育苗同様に行っているため，粒状培土，バールマット

およびソイルペットで覆土の持ち上げがあり，粒状培

土で若干の根上がりが認められた。

苗生育ではサンマットが苗質で劣った以外，粒状培

土は充実度の高い酋質が得られ，パールマットはやや

伸長気味で充実度が劣ったが，マットの強度は箱育苗

同様に強化されており，ソイルペットも草丈がやや伸

長気味ではあるが，粒状培土とバールマットの中間的

な苗質が得られた（第2表－1）。

全体的に有孔ポリ育苗では箱育苗に比べ，葉鞘長，

菓身長が伸長気味で，草丈が伸びやすい傾向にあり，

パールマットおよびソイルペットはこの傾向が強い。
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第2表－1　Y製有孔ポリ育苗における苗生育状況

項 目

代 替

物 質

20 日 日苗 生 育 55 日 日苗 生 育
棄　 鞘　 長　くC盈 ） 薬　 身　 長

（e茄 ）

乾　 物　 重

（ダ／ 100 本 ）
充　 実　 度 マ ッ ト

の 引 張

り抵 抗

（摘 ）草　 丈 菓　 数 草　 丈 葉　 数 第　 1 第　 2 第　 2 第　 5 20 日 目 55 日 日 20 日 日 55 日 日

土

亡符

1 1．4 2．0

C詔

1 7 0 5．2 4．2 1．7 ス2 1 0．8 1．1 1 1．7 5 鼠7 1 0．2 －

粒 状 培 土 1 1．1 2．1 1 6．8 5．2 4．1 1．8 6．8 1 0．5 1．0 1 2 ．2 2 免1 1 5．2 5 5．6

パールマ ット 1 1．5 2．1 1 父4 5．2 4．1 2．4 6．9 1 2 ．0 1．0 7 1．9 4 鼠5 1 0．0 6 1．1

ソイルペ ット 1 1．0 2．5 2 0．0 5．2 5．d 2．5 ム9 1 2．1 1．1 4 2．4 7 1 0．4 1 2．4 5 1．5

ダ ソ マ ッ ト 8 ．7 2．1 1 8．4 5．8 5．5 1．5 5．0 R 2 0．8 5 1．7 7 父5 1 0．8 －

サ ン マ ッ ト 1 1．0 1，7 1 8．8 5．1 4，7 1．5 8．7 1 1．0 0．8 0 1．5 8 Z 5 8．2 －

第2表－2　　有孔ポリ苛の発根力調査

代 替 項 目

物 質

草　　 丈 茎　　 数 菓　　 数 枚　　 数 板　　 長

乾 物 重 （ 才／ 2 0 本 ）

根 数 ×根 長
生 育 量

指　 数
地　 上　 部 地　 下　 部

土

　 C那

2 （5．1

本

1．7 8．5

　 本

1 鼠5

C詔

d．8 1．7 8 0．4 1 1 5 5 2 5 6

粒　 状 培 土 2 °．0 2 ．5 8．7 2 1．1 7 1 2．1 0 0．4 0 1 5 0 5 4 8

パ ールマ ット 2 5．8 2 ．0 6．5 1 8．8 8．1 1．6 8 0．5 4 1 1 5 2 5 1

ソイ ルペ ッ ト 2 5．5 1．9 8．5 1 鼠 7 ム4 1．7 6 0．5 4 1 2 8 2 5 7

ダ ソ マ　 ッ ト 2 8．4 2．7 ヱ 2 2 0．4 ‘．4 2．1 8 0．5 7 1 5 1 5 7 9

サ ン マ　 ッ ト 2 1．5 1．2 よ る 1 ス1 5．2 1．0 5 0．2 d 8 9 1 5 7

このことは有孔ポリ育苗では箱育苗に比べ，床面との

密着性が良く，中でもパールマットは粉状のために，

また，ソイルペットは渾水で粘着性を増すことから床

面との密着がより強く示され，床面への板の進入が容

易やあり，養分吸収が速やかに行われたためとも考え

られ，マットの強度が箱育苗に比べてやや弱いことか

らもその一面がうかがえるが，反面，有孔ポリ育苗に

代替物質を使用する場合，床面への施肥量は箱育苗の

場合よりも少なくすることが可能であることも示した

と考えられる。

活着性については箱育苗同様の傾向が示され，サン

マットが劣った以外，他物質での育苗は土育苗と大差

なく，粒状培土はむしろ土より勝り，有孔ポリ青首に

おいてもこれら代替物質の適応性は充分認められた

（第2表－2）。

4　　ま　　　と　　　め

粒状培土について：箱青首でやや苗質劣るが，有孔

ポリ育苗で勝り，全般的に活着性良好である。

しかし，粘着性やや乏しく，マット形成がやや

弱い。

パールマットについて：箱育苗で首質勝り，有孔ポ

リ育苗でやや劣る。全体に活着性若干劣るが，

マット形成強く，物質そのものが軽いので，苗

運搬上有利である。

ソイルペットについて：両育苗を通して，粒状培土

とパールマットの中間的苗質と活着性を示すが，

苗がやや伸び気味の債向にある。また，粘着性

やや強すぎ，物質そのものが重く，渾水による

膨張が大きい。

ダンマットおよびサンマット：一応の適応性は認め

られたが，サンマットは他物質に比べ，酋質・

活着性劣り，ダソマットは機械に対する適応性

がやや問題となっている。

以上，各物質ごとの性質が現れており，覆土の持ち

上げ等に若干の問題を残しているが，これは覆土の

厚さ，濯水操作で調整できることであり，有孔ポリ育

苗時の苗の伸長は施肥量で規制できると考えられ，供

試した各代替物質については一応の適応性が認められ

た。中でも粒状培土，パールマ・ットおよびソイルペッ

トは緻械適応性も優れており，各物質の性質を理解し

ていれば，その利用性は高いものと考えられる。同時

にダソマットおよびゝソマットについても今後マット

の補強的資材としての利用が考えられよう。


